
(57)【要約】

【課題】従来の色分けやラベルによる方法は、基本的に

は目視による確認の為、数量が多い場合には、色には制

限があるので難しいという問題があった。又、誤接続を

完全に防止することは難しく、誤接続を後から確認して

修正するには多大の時間と熟練した経験を必要とした。

【解決手段】固有情報を記録したＲＦ－ＩＤタグをコネ

クタ付きケ－ブルのコネクタ部分に内蔵させ、その情報

を読み取りあるいは記録する読み取り回路部品をパッチ

パネル等に埋設したジャック部品に配置することにより

、瞬時にして、全体の接続管理状態を把握することが出

来る。又、誤接続を行った場合には、誤接続の情報と接

続箇所が容易に把握出来、短時間で正確な接続管理シス

テムが構築出来る。又、各コネクタを嵌合させた際のＲ

Ｆ－ＩＤタグと読み取り回路部品との間隔をある一定の

狭い距離でのみ互いを認識するように設定することによ

り、コネクタとジャック部品の不完全なロック状態の監

視や防止が可能になり、信頼性ＵＰと事故防止が可能に

なる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
１ 個 な い し 複 数 個 の ジ ャ ッ ク 部 品 を 埋 設 し た パ ッ チ パ ネ ル と 、 前 記 ジ ャ ッ ク 部 品 と 嵌 合 可
能 な コ ネ ク タ を 片 端 あ る い は 両 端 に 接 続 し た コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル か ら な る 接 続 方 式 に お
い て 、 コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル の 各 コ ネ ク タ 部 に 固 有 の 情 報 が 記 録 さ れ た Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ を
内 蔵 さ せ 、 且 つ コ ネ ク タ と ジ ャ ッ ク 部 品 を 嵌 合 さ せ た 際 に 、 パ ッ チ パ ネ ル に 前 記 Ｒ Ｆ － Ｉ
Ｄ タ グ に 対 応 す る 位 置 に 読 み 取 り 回 路 部 品 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ を
使 用 し た コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル と ジ ャ ッ ク 部 品 の 接 続 管 理 方 式 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、 前 記 各 コ ネ ク タ 部 に 内 蔵 さ れ た Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ を コ ネ ク タ の 嵌 合 方 向
に 対 し て ほ ぼ 垂 直 方 向 に 形 成 し 、 コ ネ ク タ と ジ ャ ッ ク 部 品 を 嵌 合 さ せ た 際 に 、 前 記 パ ッ チ
パ ネ ル に 配 置 さ れ た 読 み 取 り 回 路 部 品 は 、 前 記 Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ の 認 識 が 可 能 に な る よ う に
ほ ぼ 同 位 置 で 且 つ 並 行 に 向 き 合 う よ う 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ を 使 用 し
た コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル と ジ ャ ッ ク 部 品 の 接 続 管 理 方 式 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に お い て 、 前 記 パ ッ チ パ ネ ル に 配 置 さ れ た 読 み 取 り 回 路 部 品 は 、 フ レ キ シ ブ ル プ
リ ン ト 基 板 あ る い は 一 部 に 基 板 を 組 み 合 わ せ た 複 合 基 板 と 一 体 的 に 回 路 構 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ を 使 用 し た コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル と ジ ャ ッ ク 部 品 の 接 続 管
理 方 式 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ に お い て 、 コ ネ ク タ と ジ ャ ッ ク 部 品 を 嵌 合 し た 際 に 生 じ る Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ と 読 み
取 り 回 路 部 品 と の 間 隔 を 磁 気 方 式 ま た は 無 線 方 式 に よ る 読 み 取 り や 記 録 を 可 能 に す る 最 適
距 離 に 設 定 し 、 前 記 読 み 取 り 回 路 部 品 が 一 体 的 に 配 置 さ れ た 基 板 と パ ッ チ パ ネ ル と の 間 の
距 離 を 任 意 の 距 離 に 保 つ 為 に 、 距 離 調 整 用 介 在 物 を 入 れ て 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る Ｒ Ｆ
－ Ｉ Ｄ タ グ を 使 用 し た コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル と ジ ャ ッ ク 部 品 の 接 続 管 理 方 式 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ に お い て 、 コ ネ ク タ の Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ と 読 み 取 り 回 路 部 品 と の 間 隔 が あ る 一 定 の
狭 い 距 離 で の み 互 い を 認 識 す る よ う に 設 定 す る こ と に よ り 、 コ ネ ク タ と ジ ャ ッ ク 部 品 が 正
常 な 嵌 合 深 さ で 接 続 さ れ て い る か ど う か を 認 識 し 、 不 完 全 な ロ ッ ク 状 態 を 認 識 す る こ と が
可 能 に な る こ と を 特 徴 と す る Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ を 使 用 し た コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル と ジ ャ ッ ク
部 品 の 接 続 管 理 方 式 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 主 と し て Ｌ Ａ Ｎ （ ロ ー カ ル ・ エ リ ア ・ ネ ッ ト ワ ー ク ） 等 に 使 用 さ れ 、 同 種 類 の
結 線 品 ｛ 例 え ば 、 ジ ャ ッ ク 部 品 と プ ラ グ コ ネ ク タ （ 以 下 、 コ ネ ク タ と い う ） ｝ が 幾 つ も 複
雑 に 配 線 さ れ る よ う な 分 野 に 最 適 で 、 特 に Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ （ Ｒ ａ ｄ ｉ ｏ 　 Ｆ ｒ ｅ ｑ ｕ ｅ ｎ ｃ ｙ
　 Ｉ Ｄ ｅ ｎ ｔ ｉ ｆ ｉ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ： 無 線 周 波 数 に よ る 非 接 触 自 動 識 別 ； 微 小 な 無 線 チ ッ プ
に よ り 、 人 や も の 識 別 ・ 管 理 す る 仕 組 み ） タ グ （ デ ー タ を 読 み 取 り ま た は 書 き 込 み 出 来 る
情 報 担 体 ） を 使 用 し た コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル と ジ ャ ッ ク 部 品 の 接 続 管 理 方 式 に 関 し 、 瞬 時
に し て 、 全 体 の 接 続 管 理 状 態 と 誤 接 続 箇 所 を 容 易 に 把 握 出 来 る だ け で な く 、 不 完 全 な ロ ッ
ク 状 態 を 認 識 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 は 、 幾 つ も の 同 種 類 の 結 線 品 が 接 続 さ れ る よ う な 接 続 管 理 方 式 に お い て 、 ケ ー ブ ル や
コ ネ ク タ を 色 分 け を す る 方 法 で あ る の で 、 基 本 的 に は 目 視 に よ る 確 認 の み で 指 定 の コ ネ ク
タ 同 士 を 接 続 す る 方 式 で あ っ た 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 あ る い は 、 そ の 他 の 方 法
と し て 、 個 々 の 記 号 を 記 し た ラ ベ ル を 貼 る 等 の 方 法 が 一 般 的 に 行 わ れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
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実 開 平 ０ ７ － ２ ５ ５ ８ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 色 分 け や ラ ベ ル に よ る 方 法 は 、 基 本 的 に は 目 視 に よ る 確 認 の 為 、 数 量 が 多
い 場 合 に は 、 色 に は 制 限 が あ る の で 難 し い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 誤 接 続 を 完 全 に 防
止 す る こ と は 難 し く 、 誤 接 続 を 後 か ら 確 認 し て 修 正 す る に は 多 大 の 時 間 と 熟 練 し た 経 験 を
必 要 と し た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る 為 に 、 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 固 有 情 報 を 記 録 し た Ｒ Ｆ ー
Ｉ Ｄ タ グ を コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル の コ ネ ク タ 部 分 に 内 蔵 さ せ 、 そ の 情 報 を 読 み 取 り あ る い
は 記 録 す る 読 み 取 り 回 路 部 品 を パ ッ チ パ ネ ル 等 に 埋 設 し た ジ ャ ッ ク 部 品 に 配 置 す る こ と に
よ り 、 瞬 時 に し て 、 全 体 の 接 続 管 理 状 態 を 把 握 す る こ と が 出 来 る 。 ま た 、 誤 接 続 を 行 っ た
場 合 に は 、 誤 接 続 の 情 報 と 接 続 箇 所 が 容 易 に 把 握 出 来 、 短 時 間 で 正 確 な 接 続 管 理 シ ス テ ム
が 構 築 出 来 る 。 ま た 、 各 コ ネ ク タ を 嵌 合 さ せ た 際 の Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ と 読 み 取 り 回 路 部 品 と
の 間 隔 を あ る 一 定 の 狭 い 距 離 で の み 互 い を 認 識 す る よ う に 設 定 す る こ と に よ り 、 コ ネ ク タ
と ジ ャ ッ ク 部 品 の 不 完 全 な ロ ッ ク 状 態 の 監 視 や 防 止 が 可 能 に な り 、 信 頼 性 Ｕ Ｐ と 事 故 防 止
が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ を 使 用 し た コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル と ジ ャ ッ ク 部 品 の 接 続 管
理 方 式 １ の 実 施 形 態 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 実 施 例 】
図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 斜 視 図 で 、 Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ を 使 用 し た Ｒ Ｊ － ４ ５ タ イ プ コ
ネ ク タ と ジ ャ ッ ク 部 品 の 接 続 管 理 方 式 １ の 全 体 の 基 本 構 成 図 で あ る 。 第 １ 番 目 と し て は 、
コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル の 各 コ ネ ク タ 部 に 固 有 の 情 報 が 記 録 さ れ た Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ を 内 蔵 さ
せ 、 且 つ コ ネ ク タ と ジ ャ ッ ク 部 品 を 嵌 合 さ せ た 際 に 、 パ ッ チ パ ネ ル に 前 記 Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ
に 対 応 す る 位 置 に 読 み 取 り 回 路 部 品 を 配 置 し た Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ を 使 用 し た コ ネ ク タ 付 き ケ
ー ブ ル と ジ ャ ッ ク 部 品 の 接 続 管 理 方 式 で あ る 。
第 ２ 番 目 と し て は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 前 記 各 コ ネ ク タ 部 に 内 蔵 さ れ た Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ を
コ ネ ク タ の 嵌 合 方 向 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 方 向 に 形 成 し 、 コ ネ ク タ と ジ ャ ッ ク 部 品 を 嵌 合 さ せ
た 際 に 、 前 記 パ ッ チ パ ネ ル に 配 置 さ れ た 読 み 取 り 回 路 部 品 は 、 前 記 Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ の 認 識
が 可 能 に な る よ う に ほ ぼ 同 位 置 で 且 つ 並 行 に 向 き 合 う よ う 配 置 し て あ る 。
第 ３ 番 目 と し て は 、 前 記 パ ッ チ パ ネ ル に 配 置 さ れ た 読 み 取 り 回 路 部 品 は 、 フ レ キ シ ブ ル プ
リ ン ト 基 板 あ る い は 一 部 に 基 板 を 組 み 合 わ せ た 複 合 基 板 と 一 体 的 に 回 路 構 成 さ れ て い る 。
パ ッ チ パ ネ ル へ の 取 り 付 け は 両 面 テ ー プ や 接 着 剤 で 固 定 、 あ る い は 数 カ 所 を 例 え ば ね じ 等
の 簡 易 な 方 法 に て 固 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ こ で 、 基 板 と し て は 、 代 表 的 な ガ ラ ス エ
ポ シ キ 基 板 を 使 用 し た 。
第 ４ 番 目 と し て は 、 コ ネ ク タ と ジ ャ ッ ク 部 品 を 嵌 合 し た 際 に 生 じ る Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ と 読 み
取 り 回 路 部 品 と の 間 隔 を 磁 気 方 式 ま た は 無 線 方 式 に よ る 読 み 取 り や 記 録 を 可 能 に す る 最 適
距 離 に 設 定 し 、 前 記 読 み 取 り 回 路 部 品 が 一 体 的 に 配 置 さ れ た 基 板 と パ ッ チ パ ネ ル と の 間 の
距 離 を 任 意 の 距 離 に 保 つ 為 に 、 距 離 調 整 用 介 在 物 を 入 れ て 固 定 し た 状 態 を 示 し て い る 。
第 ５ 番 目 と し て は 、 コ ネ ク タ の Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ と 読 み 取 り 回 路 部 品 と の 間 隔 が あ る 一 定 の
狭 い 距 離 で の み 互 い を 認 識 す る よ う に 設 定 す る こ と に よ り 、 コ ネ ク タ と ジ ャ ッ ク 部 品 が 正
常 な 嵌 合 深 さ で 接 続 さ れ て い る か ど う か を 認 識 し 、 不 完 全 な ロ ッ ク 状 態 を 認 識 す る こ と が
可 能 に な る 。
図 ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 斜 視 図 で 、 Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ を 使 用 し た 光 Ｓ Ｃ タ イ プ コ ネ ク
タ と ジ ャ ッ ク 部 品 の 接 続 管 理 方 式 １ の 全 体 の 基 本 構 成 図 で あ る 。 図 か ら 明 ら か な よ う に 、
Ｒ Ｊ － ４ ５ タ イ プ コ ネ ク タ を 光 Ｓ Ｃ タ イ プ コ ネ ク タ に 変 え た だ け で 基 本 的 な 構 成 は 変 わ ら
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な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 実 施 例 で は 、 １ 個 な い し 複 数 個 の ジ ャ ッ ク 部 品 を 埋 設 し た パ ッ チ パ ネ ル で 説 明 し
た が 、 ハ ブ 等 で も 構 わ な い 。 ま た 、 ジ ャ ッ ク 部 品 単 体 で も 一 向 に 構 わ な い 。 更 に 、 Ｒ Ｊ －
４ ５ タ イ プ コ ネ ク タ や 光 Ｓ Ｃ コ ネ ク タ を 代 表 例 に 取 っ て 図 面 で 説 明 し た が 、 こ れ に 限 る も
の で は な い 。 ま た 、 図 面 に 示 し た 以 外 の 変 形 例 で も 構 わ ず 、 設 計 上 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る
こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 の よ う に 、 本 発 明 の Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ を 使 用 し た コ ネ ク タ 付 き ケ ー ブ ル と ジ ャ ッ ク
部 品 の 接 続 管 理 方 式 に よ れ ば 、
１ ． 既 存 施 設 に 対 し て 後 付 け 作 業 が 可 能 に な る 為 、 既 存 施 設 の 接 続 管 理 シ ス テ ム を 新 た な
も の に 変 更 す る こ と な く 、 接 続 管 理 シ ス テ ム が 構 築 出 来 る 。
２ ． 個 々 の パ ッ チ パ ネ ル や コ ネ ク タ の 寸 法 等 の 物 理 的 な 差 異 も 容 易 に 調 整 可 能 な 取 り 付 け
構 造 で あ る 。
３ ． コ ネ ク タ 形 状 は Ｒ Ｊ － ４ ５ タ イ プ や 光 コ ネ ク タ 等 幅 広 い 対 応 が 可 能 で あ る 。
４ ． 小 規 模 な も の か ら 大 規 模 な も の ま で 一 括 し た 接 続 管 理 が 可 能 で あ る 。
５ ． 非 接 触 方 式 な 為 、 物 理 的 損 傷 に よ る 誤 動 作 が な い 。
と い う 優 れ た 効 果 が あ る の で 、 そ の 工 業 的 価 値 は 大 き い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 斜 視 図 で 、 Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ を 使 用 し た Ｒ Ｊ － ４ ５ タ イ プ コ
ネ ク タ と ジ ャ ッ ク 部 品 の 接 続 管 理 方 式 １ の 全 体 の 基 本 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 斜 視 図 で 、 Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ を 使 用 し た 光 Ｓ Ｃ タ イ プ コ ネ ク
タ と ジ ャ ッ ク 部 品 の 接 続 管 理 方 式 １ の 全 体 の 基 本 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 本 発 明 の Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ を 使 用 し た コ ネ ク タ と ジ ャ ッ ク 部 品 の 接 続 管 理 方 式
２ Ａ 　 　 Ｒ Ｊ － ４ ５ タ イ プ コ ネ ク タ
２ Ｂ 　 　 光 Ｓ Ｃ タ イ プ コ ネ ク タ
３ 　 　 　 Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ タ グ
４ 　 　 　 ケ ー ブ ル
５ 　 　 　 パ ッ チ パ ネ ル
６ 　 　 　 ジ ャ ッ ク 部 品
７ 　 　 　 挿 入 口
８ 　 　 　 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板
９ 　 　 　 読 み 取 り 回 路 部 品
１ ０ 　 　 　 距 離 調 整 用 介 在 物
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